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はじめに

ベトナムは、コロナ禍においても成長を維持した有望市場であり、2025年のGDP成長率は8.02％、2026年には10％を目標とする等、高成長が継続する見込みである。

中間層・富裕層の拡大を背景に、日本産食品と日本食への需要は拡大している。対ベトナム輸出額は、2016年の323億円から2025年には954億円へと約3倍に増加して

おり、さらなる拡大余地は大きい。加えて、日本の食品関連企業による海外進出や、現地での製造・外食展開も進展している。一方で、ベトナムの制度や各種規制により、

日本からの日本産農林水産物・食品の輸入にあたっては、通関、物流、国内流通、広告等の各段階で規制が存在し、制度運用の不確実性も相まって、参入・定着の障壁と

なっている。さらに、中国・韓国をはじめとする欧米諸国との競争激化も課題となっている。

こうした状況を踏まえ、日本の食品産業によるベトナム市場への展開を促進するためには、現地事業における各種課題を整理し、制度・規制や市場環境を踏まえた実効性の

ある対応策を提示することが求められる。

なお、同時並行で実施した調査・検討の成果として取りまとめられた「2025年度 日本産農林水産物・食品の輸出拡大のための課題検討委員会 報告書」は、日本産

農林水産物・食品の輸出拡大を目的として、現地で長年事業を展開する企業が委員として参画し、その実務的知見を踏まえ、通関時等における制度・物流・規制対応に

関する実践的な提言を整理したものである。特に、通関制度、コールドチェーン、広告規制等、個社単独では解決が困難な課題について、日越両国政府および関係機関に

よるベトナム国内の制度改善・支援の方向性を提示することに主眼を置いている。

一方で、本調査は、日本の食品製造業や外食産業がベトナムに進出する際に直面する初期段階の課題に焦点を当て、個社の戦略やオペレーションにより対応可能な領域、

各種制度の理解、事業立ち上げ、販路構築、現地適応等の論点を中心に整理したものであり、食品産業のベトナム市場への展開にあたり、有益な情報を取りまとめている。

本調査では、①ベトナムの各種制度・規制および市場環境に関するデスク調査、②ベトナムに進出済みの日本企業や関係事業者へのヒアリングによる実態把握と課題検証、

③先行事例の分析を通じた成功要因と対応策のとりまとめ、の三点を軸に分析を実施した。あわせて、小売・外食分野における流通構造、主要チャネル、商業施設等の情報

を整理し、日本企業の市場参入や販路開拓に資する基礎情報の整備を行っている。

本報告書は、これらの調査結果を踏まえ、ベトナムにおける食品産業の事業展開に伴う課題の全体像を明らかにするとともに、日本企業の実務に資する示唆を提供すること

を目的として作成したものである。本報告書が、日本の食品産業のベトナムへの進出にあたり、各段階に応じた戦略検討の一助となり、ベトナム市場における日本産食品や

日本の食品企業ブランドの持続的な浸透・拡大に寄与することを期待する。

2026年3月 ジェトロ・ホーチミン事務所「ベトナム輸出支援プラットフォーム」
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⚫ 食品製造・加工業の成長と構造

⚫ 外食市場の規模と業態構成

⚫ 食生活の変化と食品消費動向

【第1章】

1. ベトナムにおける食品製造・外食産業の動向
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食品製造・加工業は2019年～2023年にわたり安定成長を維持。2023年は日本企業が売上で第2位となり、主力は麺類等の製造

食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

*1 収益の比較には、世界銀行グループ公表の年間平均為替レート（VND→USD）を用いて換算

*2 VSICコード10は食品製造業を指し、10800（調製飼料の製造）を除く

出所：B&Companyの企業データベースを基に作成

1. 食品製造・外食産業｜食品製造・加工業の成長と構造

食品製造・加工業の企業数・売上高推移

（企業数：千社／売上高：十億USD）*1

食品製造・加工業の売上高の国籍別構成

（％、2023年）*2

日系食品製造・加工企業の品目別構成比

（％、2023年）

⚫ 2019～2023年にかけて、売上高（CAGR＋

6.8％）、企業数（＋10.4％）はいずれも増加した

⚫ 最大の品目は「冷凍水産物の加工・保存」であり、

次いで「精米業」が続く。両分野で業界売上高の

約30％を占める

⚫ 2023年時点では、内資企業が売上高・企業数ともに

最大シェアを占める。外資企業では日本が売上高

シェア第2位（3％）となっている

⚫ 産業構造の中心は東南部・メコンデルタ地域の製造業

集積地であり、同地域で業界売上高の78％、日本企業

売上高の91％を占めている

⚫ 企業数では「その他食品製造」と「青果物加工・

保存」の2分野が多く、全体の企業数の約40％を

占める。一方、売上高では約35％を占めている

⚫ 企業数は少ないものの「麺類・マカロニ製造」は

売上高の約40％を占め、日本企業の主要分野となって

いる
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外食市場は売上高・店舗数ともに拡大している一方、2大都市の日本食レストランは直近で減少傾向もみられる

食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

*1 収益データ：VND建て数値は、世界銀行グループ公表の年間平均為替レート（予測値）を用いてUSD換算

*2 独立系レストラン：1店舗以上10店舗未満を運営し、他事業との資本・運営面での結び付きがない事業者（家族経営またはパートナー経営が中心）／チェーンレストラン：同一ブランドで10店舗以上を展開する事業者、または5店舗

以上を展開し、かつ大規模店舗（フード業態150席以上、ドリンク業態100席以上）を有する事業者

*3 店舗数データ：Foody（2025年9月時点）の掲載店舗数・分類に基づく。飲食店のほか食堂・カフェ等を含み、ベトナム料理店は除外。「その他」は明確な分類が困難な店舗や各国料理店を含む

出所： iPOS.vn・Nestle Vietnam「Vietnam F&B Business Market Report 2024」、Foody、各種報道資料（Chinh Phu、Dau Tu）

1. 食品製造・外食産業｜外食市場の規模と業態構成

外食産業の企業数・売上高推移（千社／十億USD ）*1 2大都市の料理ジャンル別レストラン構成（2025年9月時点）

料理ジャンル別の店舗数（千店） アジア料理店の内訳（%、7,174店）*3

⚫ 2024年末時点で約32万社（+1.8％）、売上高は約689兆VND（+16.6％）

⚫ 独立系レストランが中心となっている。チェーン店シェアは5.2％から7.3％へ拡大*2

⚫ 全国店舗の50％超が2大都市に集中している

⚫ 2大都市ではベトナム料理店が全体の約50％を占め、アジア料理がこれに次ぐ

⚫ アジア料理では、韓・日・中（ホーチミン市60％以上、ハノイ市約30％）が中心

⚫ 日本料理は直近1年で構成比が低下しており、2023年に見られた増加傾向から反転
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消費者はバランスの取れた食習慣を維持しており、健康的な食生活のトレンド、外食、フードデリバリーが特に大都市で急速に増加

食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

*1 外食費を含む。2028年の予測値はUSD建てで推計し、1USD＝23,836VNDの為替レートを用いて換算

*2 B&Company「消費者調査」（2024年10月実施、対象：ハノイ市・ホーチミン市在住の15～55歳の男女400名）

出所：ベトナム統計総局（GSO）「統計書2024」「住宅生活調査2022」、World Bank、Agriculture and Agri-Food Canada（AAFC）「Food Service Profile Vietnam 2024」

1. 食品製造・外食産業｜食生活の変化と食品消費動向

一人当たり月間平均食費支出（百万VND） 一人当たり年間消費量（2022年）

⚫ ベトナムの食生活は一般に栄養バランスが取れており、米を主食として野菜類や肉類

を組み合わせた食事構成が中心となっている

⚫ 2022年の一人当たり月間食費支出は約120万VNDであり、年平均約9％で増加し、

2028年には約220万VNDに達すると予測。主な購入品目は米、肉、卵、魚など*1

⚫ 2024年の消費者調査によれば、自炊は依然として最も一般的な食事形態であり、

回答者の89％が自炊を選択した。次いでカフェ・レストラン利用（45％）が続き、

外食やフードデリバリーの利用も増加している。特に大都市部で利用率が高い*2

⚫ 穀物（米、小麦など）の消費量は減少傾向にあり、2022年の米消費量は2010年比

で29％減少した。一方、肉類、魚類、健康食品、オーガニック食品、果物などの消費

は増加しており、肉類消費量は2010年から2022年にかけて44％増加した

⚫ 食生活の健康志向は強まっている。2024年の消費者調査では、過去6か月間に健康

志向の食習慣を実践したとの回答が多くみられた。具体的にはクリーンイーティング

（22％）、ファスティング（20％）、低炭水化物食（10％）、ケトジェニック食

（10％）などが挙げられる
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⚫ 食品・原材料の対世界貿易動向

⚫ 対日食品・原材料貿易の品目構造

【第1章】

2. ベトナムにおける日本食品の輸入状況
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コロナ禍以降、食品・原材料の輸出入は拡大。特に植物由来製品の取引が増加し、日本はベトナムの主要輸出先の一つとなっている

食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

*1 HSコード上位2桁を用いて食品・原材料を抽出し、動物性（HS02～04）・植物性（HS07～12）・加工食品（HS15～22）の3区分に分類。2018～2022年はベトナム当局公表の輸入額（直接データ）を使用し、2023年は

未公表のため輸出国側の公表値（ミラーデータ）を使用。直接データとミラーデータの差は統計時期、報告方法、輸送費の扱い、再輸出経由等によって生じる

出所：Trade Map（国際貿易統計データベース）

2. 日本食品輸入｜食品・原材料の対世界貿易動向

食品・原材料の品目別貿易収支（億USD）*1 食品・原材料の主要貿易相手国（億USD｜2023年）

輸出額 輸入額

⚫ 2019～2023年の全期間で、すべての品目区分で一貫して貿易黒字を維持

⚫ 植物性製品が輸出入ともに最大の割合を占め、年間総取引額の50％以上を占める

⚫ コロナ禍でも貿易は拡大し、輸入は前年比41.3％増。その後も高水準を維持

⚫ 中国は依然としてベトナム最大の貿易相手国であり、取引規模は他国を大きく上回る

⚫ 日本は食品・原材料の主要輸出先（第4位）で、輸出額は約23億USD。魚類、

コーヒー、ナッツ、果物、野菜などの需要が高い

⚫ 日本からベトナムへの輸入は約4.5億USDにとどまり、ベトナムの対日輸出超過

131 128 141 144
183

65 60 66 82
6852 58

63
75

76

-83 -80
-129 -137 -129

-38 -44

-53 -66 -63
-26 -31

-37
-42 -48

101 91
51 57

86

248 246
270

302
326

-147 -155

-219
-245 -240

-350

-250

-150

-50

50

150

250

350

2019 2020 2021 2022 2023

加工食品

動物性製品

植物性製品

貿易収支

82 

38 

24 

23 

15 

10 

9 

9 

8 

7 

6 

6 

中国

米国

フィリピン

日本

韓国

オランダ

ドイツ

インドネシア

タイ

豪州

マレーシア

英国

46 

21 

20 

19 

17 

13 

9 

9 

9 

8 

5 

中国

インド

ブラジル

豪州

米国

インドネシア

タイ

コートジボワール

カンボジア

シンガポール

日本 (16位)



10
Copyright © 2026 JETRO. All rights reserved.

ベトナムから日本への食品・原材料輸出は加工食品と動物性製品が中心で、乳児用調製粉乳など一部品目への集中度が高い

食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

*1 HSコード上位2桁を用いて食品・原材料を抽出し、動物性（HS02～04）・植物性（HS07～12）・加工食品（HS15～22）の3区分に分類（一部に播種用・医薬品用途の品目を含む）

*2 HSコード6桁ベースで主要品目を抽出

出所：Trade Map（国際貿易統計データベース）、Japan Customs（日本税関）

2. 日本食品輸入｜対日食品・原材料貿易の品目構造

食品・原材料の品目別貿易収支（億USD、対日本）*1 日本の対ベトナム主要輸出品目（億円、2023年、上位10品目）*2

⚫ 2019～2023年はすべての品目区分で貿易黒字を維持し、

2022年に約20.5億USDでピーク

⚫ 加工食品が輸出の約50％を占め最大、次いで動物性製品。植物性製品も緩やかに増加

⚫ 日本からの輸入はコロナ禍でも増加し、動物性製品が常に50％以上、次いで加工食品

⚫ 上位10品目で輸出額の約70％、上位5品目で50％以上を占める

⚫ 乳児用調製粉乳と加工食品が最大（106億円、103億円）

⚫ 上位5品目の構成は2022年からほぼ同じ。その他冷凍魚のみ前年比＋39％

⚫ トップ10後半では冷凍カツオが前年比＋168％と大きく増加
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⚫ 食品産業の制度・規制環境の全体像

⚫ 食品事業に関係する主要法制度の全体構造

【第1章】

3. ベトナムの食品企業に対する規制環境
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食品産業は、法律・政令・省令からなる階層的な法規体系の下で運営。制度運用には中央省庁が関与し、執行・監督は地方当局が担う

食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

出所：関連法規を基に作成

3. 食品企業向け規制｜食品産業の制度・規制環境の全体像

食品産業に関係する主な行政主体 法規体系の階層

① 立法機関 国会 投資、企業、食品安全、税制、労働等の基本法を制定し、制度の枠組みを定める

② 中央行政機関

政府
⚫ 法律に基づく実施規則（政令等）を制定

⚫ 省庁間の制度運用を調整

首相
⚫ 国家戦略、マスタープラン、分野別政策を承認

⚫ 省庁・地方政府への政策実施方針を示す

所管省庁

食品産業に関する技術基準や実施規則を策定

⚫ 保健省（MOH）：食品安全基準、食品登録、衛生検査

⚫ 農業環境省（MAE）：原材料（農林水産物）、植物検疫、畜産・水産管理

⚫ 商工省（MOIT）：食品加工・流通、酒類管理

⚫ 財務省（MOF）：税制、関税、通関制度

⚫ 建設省（MOC）：建設・都市計画

⚫ 内務省（MOHA）：労働許可、行政管理

③ 地方行政機関
省人民委員会 中央法令に基づく地方行政を実施

専門部局 保健局（DOH）・商工局（DOIT）・建設局（DOC）等→ 地方規則の制定・制度運用を担当

憲法／法律（Codes / Laws）

政令

（Decrees）

首相決定

（Decisions）

省令

（Circulars）

地方決定

（Resolution / Decision）

法的

効力
執行

実施
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食品事業には、投資・事業環境、土地・インフラ、サプライチェーン、労働、市場取引、税制の6分野の法制度が適用される

食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

出所：関連法規を基に作成

3. 食品企業向け規制｜食品事業に関係する主要法制度の全体構造

① 制度・事業環境

に関する法令

② インフラ・土地・

事業立地に関する法令

③ サプライチェーン・

生産に関する法令

④ 労働・外国人就労

に関する法令

⑤ 市場・取引・知的

財産に関する法令

⑥ 価格・税制

に関する法令

⚫ 条約法（2016）

⚫ 投資法（2020）

（改正：2025)

⚫ 企業法（2020）

（改正：2025）

⚫ 中小企業支援法

（2017）

⚫ 会計法（2015）

⚫ 商事仲裁法（2010）

⚫ 電子取引法（2023）

⚫ 独立監査法（2011）

⚫ 土地法（2024）

（改正：2025）

⚫ 建設法（2014）

（改正：2020)

⚫ 環境保護法（2020）

⚫ 消防・救助法

（2024）

⚫ 水産法（2017）

⚫ 林業法（2017）

⚫ 獣医法（2015）

⚫ 植物防疫・検疫法

（2014）

⚫ 食品安全法（2010）

⚫ 製品・商品品質法

（2007）

（改正：2025)

⚫ 雇用法（2025）

⚫ 労働法（2019）

⚫ 外国人の入国・出国・

通貨・居住に関する

法律（2014）

⚫ 労働安全衛生法

（2015）

⚫ 社会保険法（2024）

⚫ 健康保険法（2008）

（改正：2014、

2024）

⚫ 消費者権利保護法

（2023）

⚫ 外国貿易管理法

（2017）

⚫ 関税法（2014）

⚫ 広告法（2012）

（改正：2025)

⚫ アルコール飲料の

有害影響防止・管理法

（2019）

⚫ 知的財産法（2005）

（改正：2009、2019、

2022）

⚫ 競争法（2018）

⚫ 商法（2005）

⚫ 価格法（2023）

⚫ 非農業用地使用税法

（2010）

⚫ 付加価値税法（2024）

（改正：2025）

⚫ 特別消費税法（2008）

（改正：2014、

2016）

⚫ 法人所得税法（2025）

⚫ 個人所得税法（2007）

（改正：2012、

2014）

⚫ 特別消費税法（2025）

⚫ 輸出入税法（2016）

（改正：2025）
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⚫ 調査概要・ヒアリング実施状況

⚫ ベトナム展開時の主要課題の全体像

⚫ ベトナム展開時の主要課題の全体像

【第2章】

食品産業のベトナム展開にかかる課題
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日系食品製造業・外食企業18社へのヒアリングを通じ、ベトナム展開時の制度・実務課題を整理

食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

海外展開時の課題｜調査概要・ヒアリング実施状況

調査概要

背景

⚫ 農林水産省は「食料・農業・農村基本計画」（令和7年4月

閣議決定）に基づき、農林水産物・食品の輸出拡大および

食品産業の海外展開を推進している

⚫ 食品メーカーや日本食レストランの海外展開は、収益機会の

拡大や輸出との相乗効果が期待されることから、海外市場

展開支援が強化されている

目的

⚫ 食品産業（製造・外食）のベトナム展開に関する制度・

法規制等の課題を体系的に整理し、輸出および現地事業展開

の促進に向けた課題と改善方向を明確化する

⚫ 輸出実行計画の推進に向け、ベトナム市場における制度・

法規制（食品衛生、表示、流通制度等）を中心に課題を整理

する

ヒアリング実施状況*1

⚫ 日本の食品関連企業を対象に、ベトナム進出時の制度・運用・実務面の課題

についてヒアリングを実施

⚫ 既進出企業や関連事業者へのヒアリング・事例調査を通じて課題を抽出し、

分析結果を基に本報告書を作成

食品製造業（9社） 外食産業（9社）

対象業種
製造：3社／加工：3社

／OEM：3社

単独：3社／合弁：3社

／フランチャイズ：3社

事業年数
15年以上：3社／

5～15年：4社／5年未満：2社

15年以上：1社／

5～15年：5社／5年未満：3社

事業規模
20名未満：2社／100～500

名：6社／5,000名以上：1社

10店舗未満：5社／10～20店

舗：2社／30店舗以上：2社

取扱製品
菓子類、香辛料、調味料、粉類、

野菜類、麺類、乳製品
和食、洋食、菓子

*1 ベトナムへの進出時期が異なる企業を対象に、進出時に直面した制度・実務上の課題についてヒアリングを実施した。なお、制度改正等により現在は解消されている課題に関する言及も一部含まれていたが、本報告書では、直近1～2年

以内に進出した企業においても確認された、現在も残存する課題のみを抽出・整理している。また、各課題に対する企業の対応策および克服事例についてもヒアリングを通じて把握し、その結果を付録に整理している
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制度・インフラ・供給網・市場制度の4領域から海外展開時の課題を整理

食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

出所：日系食品製造業者・日系外食企業者へのヒアリングに基づき作成

海外展開時の課題｜ベトナム展開時の主要課題の全体像

課題1. 制度・規制運用 課題2. インフラ・事業立地 課題3. 調達・コスト構造・人材 課題4. 市場制度・商流

① 行政手続きの複雑さと運用差

担当官や地域により審査基準・運用が異なり、

手続き期間や要求事項に差が生じる

③ コールドチェーン基準の未整備

温度管理体制が不十分な場合があり、

輸送・保管過程で品質劣化や廃棄ロスが生じる

⑥ 地場サプライヤーの品質管理の差

企業ごとに食品安全・品質管理水準が異なり、

安定供給の確保が課題

⑪ 外国投資資金送金手続きの煩雑さ

資金送金には複数の承認手続きが必要で、

完了まで時間を要する場合がある

② 化学物質・農薬残留基準の国別の差

残留基準が国ごとに異なり、追加検査や

適合証明が必要となり輸出停止リスクが生じる

④ 工業団地の環境規制の運用差

団地ごとに規制運用が異なり、追加設備投資や

対応コストが発生する場合がある

⑦ 地場加工メーカーの衛生管理の不足

HACCP・ISO認証を取得していても

運用水準にばらつきがある

⑫ 電子インボイス制度移行による混乱

制度移行に対応できない事業者もあり、

取引管理や決済処理に混乱が生じる

⑤ 出店時の物件確保・施工調整の負担

条件に合う物件が限られ、内装規制や

オーナー条件への対応負担が大きい

⑧ 日本産原材料の調達コスト上昇

輸送費・関税等により調達コストが上昇し、

供給確保が難しい場合がある

⑬ 制度・規制情報へのアクセス不足

流通規制や税務制度、許認可情報が

分散しており、制度把握や対応に時間を要する

⑨ 原材料費・物流費・人件費の上昇

事業運営コストの増加により利益率が圧迫され、

価格調整や効率化が求められる

⑭ 酒類流通・小売の複雑な免許制度

酒類販売には複数の許認可が必要で、

取得条件や手続きが複雑

食品製造業に大きな影響

外食産業に大きな影響

⑩ 日本企業基準の業務人材の不足

品質管理や店舗運営を担う専門人材が不足し、

採用・育成の負担が大きい

⑮ フランチャイズ運営の管理難

現地パートナー主体の運営となる場合が多く、

ブランド管理や品質維持が課題となる

課題 製造 外食
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⚫ 課題① 行政手続きの複雑さと運用差

⚫ 課題② 化学物質・農薬残留基準の国別の差

【第2章】

課題1. 制度・規制運用
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出所：日系食品製造業者・日系外食企業者へのヒアリング、09/2018/ND-CP（商品取引活動・関連活動に関する政令）、146/2025/ND-CP（行政手続改革・投資関連規制に関する政令）、政府機関（National Assembly、

Department of Justice、Government’s Office）、VBF（ベトナム国際ビジネス対話機構）、VCCI（ベトナム商工会議所）、報道機関（VTS、Vietnam Finance）

1. 制度・規制運用｜課題① 行政手続きの複雑さと運用差

ヒアリング結果

⚫ 「法解釈や手続きが担当官により異なり、

再申請や審査遅延が多い」

（香辛料メーカー）

⚫ 「食品基準が省庁間で統一されておらず、

照会回答が得られない、または遅れる」

（菓子メーカー）

⚫ 「添加物登録や税区分の判断が行政裁量に

左右され、非公式費用も含め負担が

大きい」（和食店）

課題の所在

⚫ 法解釈や基準運用が省庁・担当官間で統一

されておらず、確認・承認に時間と負担が

かかり、事業運営の遅延要因となっている

1. 制度・規制運用 製造 外食

課題の実態・根拠

法的枠組みの課題

投資、税制、社会保険、建設、税関等の規制が重複・分散して

おり、企業はどの規制を優先すべきか判断しにくい

⚫ 2025年施行予定の新規制を含め、220件以上の規制で重複・矛盾

が指摘（VCCI｜2024年）

⚫ FDI企業の約70％がIRCとERCの情報要求の重複を指摘

（BW Industrial / YKVN Law Firm｜2025年）

⚫ 約150の政令が約20件前後の重複報告を要求し、企業負担が大きい

行政改革調査（%｜2024年 / 891社）

15

16
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9

8

7

24

21
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14

9

44

51

63

53

59

58

14

10

11

20

16

23

3

2

2

3

3

3

労働・社会保

輸出入

起業

税務

土地・環境・建設

解散・事業停止

非常に不便 不便 普通 便利 非常に便利

法執行・実施における課題

＜当局側の視点＞

許認可手続きは依然として書類が多く処理に時間を要し、

行政再編の影響もあり遅延が生じやすい

法令解釈や運用が担当官ごとに統一されておらず、必要書類や

審査基準がケースごとに異なる

⚫ 2025年7月より営業許可発行権限が商工局から省人民委員会へ移管

⚫ 公式処理期間は13日だが、実際には9～12か月かかるケースもある

＜企業側の視点＞

手続要件や必要書類が不明確で、口頭説明中心のため追加資料

や修正対応が頻発し、申請やり直しの時間・コストが増加

⚫ 企業の約32％が政策理解に困難を感じ、約44％が行政手続き・

法令遵守に課題を認識（VCCI｜2024年 / 891社）

⚫ FDI企業の約44％が手続情報へのアクセスに課題を感じ、国内企業

（約35％）を上回る。主要因はNSWポータルの利用難やHSコード

分類の事前相談における不一致（VCCI｜20～22年 / 3,700社）

https://thuvienphapluat.vn/van-ban/Thuong-mai/Nghi-dinh-09-2018-ND-CP-quy-dinh-chi-tiet-Luat-thuong-mai-va-Luat-Quan-ly-ngoai-thuong-372647.aspx
https://thuvienphapluat.vn/van-ban/Thuong-mai/Nghi-dinh-146-2025-ND-CP-phan-quyen-phan-cap-trong-linh-vuc-cong-nghiep-va-thuong-mai-660605.aspx
https://gatewayduthaoonline.quochoi.vn/uploadFiles/host/local/2025/7/21/8/d6d79e94103f414092a470cfc6cbe4e4.pdf
https://stp.bacninh.gov.vn/
https://i.ex-cdn.com/vietnamfinance.vn/files/attach/2025/04/02/bao-cao-ket-qua-khao-sat-thuc-trang-cung-cap-thuc-hien-tthc-cho-dn-0456.pdf
https://vbf.org.vn/wp-content/uploads/2023/03/Book-Highlevel.EN_-2.pdf
https://en.vcci.com.vn/legal-regulations-still-constraining-businesses
https://vts.com.vn/doanh-nghiep-nuoc-ngoai-chi-ra-diem-nghen-khi-dau-tu-o-tphcm.html
https://i.ex-cdn.com/vietnamfinance.vn/files/attach/2025/04/02/bao-cao-ket-qua-khao-sat-thuc-trang-cung-cap-thuc-hien-tthc-cho-dn-0456.pdf


19
Copyright © 2026 JETRO. All rights reserved.

食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

⚫ Chlorpyrifos（用途：殺虫剤／主な使用作物：果物・野菜・穀物）、4-Hexylresorcinol（用途：食品添加物／役割：エビ等の甲殻類に使う黒変防止剤）

出所：日系食品製造業者へのヒアリング、25/2024/TT-BNNPTNT（農薬残留基準の改正・更新に関する通達）、50/2016/TT-BYT（食品中の最大残留基準に関する通達）、MHLW（日本厚生労働省）、EFSA（欧州食品安全機関）

1. 制度・規制運用｜課題② 化学物質・農薬残留基準の国別の差

ヒアリング結果

⚫ 「農薬残留リストや検査方法が日本と

異なり混乱が生じ、基準値もEU等に比べ

市場別管理が必要」（調味料メーカー）

⚫ 「添加物規制の違いに加え、供給不足や

高いMOQ（最小発注量）が仕入先選定を

制約」（菓子メーカー）

⚫ 「ベトナムで許可された着色料が日本では

禁止されており、理解不足により全量回収

となった」（菓子メーカー）

課題の所在

⚫ 日本とベトナムで農薬残留基準・添加物

基準・検査方法が異なるため、市場別管理

が必要となり、誤認や回収リスク、

調達制約が生じている

1. 制度・規制運用 製造

課題の実態・根拠

農薬残留基準（MRL）制度の国際比較

ベトナム 欧州 日本

規制当局 保健省（MOH）
欧州委員会／

欧州食品安全機関（EFSA）
厚生労働省

主要規制
50/2016/TT-BYT

（2016年以降未更新）

EC 396/2005

（四半期更新）

食品衛生法第11条第3項

（2025年10月更新）

残留

農薬

許容件数 1,918件 677件 515件

基準値設定件数 4,279件（0.01mg/kg） 約125,000件 N/A

Chlorpyrifos ×（2021年禁止） ×（全面禁止） ○（使用制限あり）

残留

物質

許容件数 400件以上 300件以上 476件

Hexylresorcinol ○（使用例あり） ○（使用可） ×（使用不可）

MRL違反通知件数

（2024年1月〜2025年9月）
対象外

162件

（魚介・野菜：約68%）

110件

（加工食品：15～18%）

→ 国ごとに許容農薬数・基準値・禁止物質が異なるため、同一レシピの共通化が難しい

https://thuvienphapluat.vn/van-ban/Linh-vuc-khac/Thong-tu-25-2024-TT-BNNPTNT-Danh-muc-thuoc-bao-ve-thuc-vat-duoc-phep-su-dung-tai-Viet-Nam-624933.aspx
https://thuvienphapluat.vn/van-ban/The-thao-Y-te/Thong-tu-50-2016-TT-BYT-gioi-han-toi-da-du-luong-thuoc-bao-ve-thuc-vat-trong-thuc-pham-337490.aspx
https://db.ffcr.or.jp/front/
chrome-extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https:/ec.europa.eu/commission/presscorner/api/files/attachment/855260/Pesticides_factsheet.pdf
https://food.ec.europa.eu/food-safety/chemical-safety_en
https://share.google/dQ33DbYQ8cDLT4OEs
https://ec.europa.eu/food/plant/pesticides/eu-pesticides-database/start/screen/mrls
https://www.acis.famic.go.jp/eng/ailist/
http://www.sice.oas.org/tpd/cacm_eu/Negotiations/IIround_health_e.pdf
https://db.ffcr.or.jp/front/
https://thuvienphapluat.vn/van-ban/The-thao-Y-te/Thong-tu-24-2019-TT-BYT-quy-dinh-ve-quan-ly-va-su-dung-phu-gia-thuc-pham-360857.aspx
https://www.efsa.europa.eu/en/topics/topic/food-additives
https://www.ffcr.or.jp/en/tenka/list-of-designated-additives/list-of-designated-additives.html
https://specialtycrops.org/wp-content/uploads/2024/06/4_Vietnam.pdf
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/yunyu_kanshi/index_00017.html
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⚫ 課題③ コールドチェーン基準の未整備

⚫ 課題④ 工業団地の環境規制の運用差

⚫ 課題⑤ 出店時の物件確保・施工調整の負担

【第2章】

課題2. インフラ・事業立地
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⚫ TCVN：ベトナム国家基準（ベトナム科学技術省が定める、製品・サービス・プロセスの品質と安全を確保するための国家規格）、QCVN：ベトナム技術規格（ベトナムにおける製品・プロセスに関する強制的な基準）

出所：日系物流企業者・地場物流企業者・地場バイヤーへのヒアリング

2. インフラ・事業立地｜課題③ コールドチェーン基準の未整備

ヒアリング結果

⚫ 「前室が外気と同温度になる場合があり、

冷凍品でも溶解リスクがある。冷凍ラック

の扉開放や長時間放置も見られ、業界全体

で品質基準を引き上げる必要がある」

（日系物流企業）

⚫ 「冷凍・冷蔵品の品質管理は厳格だが、

輸送・荷役段階では複数事業者が関与する

ため、エンドツーエンドのトレーサビリ

ティ確保が難しい」（日系物流企業）

⚫ 「輸送車両に温度ロガーは設置されている

が、積み込み・荷下ろし時の温度管理が

難しく、品質管理上の課題となっている」

（日系物流企業）

課題の所在

⚫ 温度管理・衛生・運用基準が統一されて

おらず、品質管理にばらつきが生じている

⚫ 基準未整備により、輸送・保管段階での

品質劣化や食品安全リスクが高まっている

課題の実態・根拠

2. インフラ・事業立地 製造 外食

低温物流の主な課題

⚫ コールドチェーン事業者間で

技術・運用基準が統一されて

おらず、温度・衛生管理の

一貫性が確保されていない

⚫ 「輸送・荷役・保管など複数

事業者が関与するため、温度

維持が難しく品質劣化リスク

が高い」（日系物流会社）

⚫ 「冷凍・冷蔵品の取扱いにお

いて、現行インフラでは品質

維持が困難なケースがある」

（日系物流会社）

冷凍・冷蔵食品の加工・取扱基準

⚫ 加工・取扱に関する既存基準は限定的で、実務全体を

十分にカバーしていない

⚫ トレーサビリティや衛生管理水準が統一されておらず、

最終段階のサービス品質に差が生じる

⚫ 国際基準や国内ガイドラインは整備されつつあるが、

現場で参照できる体系は未整備

主な関連規格

TCVN 9771:2013 急速冷凍食品の取扱い

TCVN 13990:2024 食品トレーサビリティ

TCVN 6104:2025 冷凍システム（安全・設計・運用）

QCVN 59:2013/BGTVT 冷凍・冷蔵輸送の国家規格
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⚫ 産業クラスター：中小企業向けの小規模工業エリア（10〜75ha）。居住区を含まず、基礎的な工業集積を目的とする／工場・工業団地：大規模生産のための計画的工業エリア。完全なインフラと支援サービスを備える

出所：日系食品製造業者、日系外食産業者へのヒアリング、72/2020/QH14（2020年環境保護法）、VCCI（ベトナム商工会議所）、VNPT（ベトナム郵政通信グループ）、報道機関（Kinhte & Du Bao、Bao Dau Tu）

2. インフラ・事業立地｜課題④ 工業団地の環境規制の運用差

2. インフラ・事業立地 製造

ヒアリング結果

⚫ 「工業団地のインフラが計画どおり整備

されておらず、操業に必要な追加設備への

投資が発生」

（乳製品加工メーカー）

課題の所在

⚫ 工業団地の環境インフラ整備の遅れ・

機能不足により、企業が基準対応のため

追加設備投資を迫られ、コスト負担が増大

課題の実態・根拠

工場・

工業団地

開発段階ごとに

EIA（環境影響

評価）の取得が

必要

EIA更新遅れ・

環境インフラ

不足

⚫ 多段階開発に対しEIA更新や排水処理施設整備が追いつかず、許認可遅延により操業開始が

遅れる事例が多い → 例：バクザン省のQuang Chau工業団地（有害廃棄物2.2万トン/年、

固形廃棄物3.7万トン/年）

⚫ 団地内の処理能力不足により企業が外部処理に依存し、コスト負担が増加

排水処理

インフラ未整備

・地域差

⚫ 稼働中工業団地418の約92％が集中排水処理設備を保有する一方、老朽化や能力不足が多い

⚫ 29工業団地で排水処理設備が未整備（特に農業中心地域）

⚫ 「当社工場はHACCP基準で運営しているが、工業団地の排水・廃棄物処理インフラが

約束された基準を満たさず、自社で追加投資を行わざるを得なかった」（日系乳製品加工会社）

産業

クラスター

建設前・操業前

にEIAの取得が

必要

既存設備の

老朽化・

管理不足

⚫ 集中排水処理設備があっても、老朽化や維持管理不足で環境基準未達のケースが存在

→ EIA改訂・承認遅延（33％）、環境モニタリング計画遅延17％、有害廃棄物未処理33％

⚫ 制裁違反率：37％（報告義務不履行68％、廃棄物管理不適切12％、排水基準超過5％）

→ 企業は自社設備更新や追加処理を求められるケースが増加

産業クラスター

の排水処理不足

⚫ 稼働中産業クラスター706（紅河デルタ約34%、中部沿岸約31%）のうち約3割しか

集中排水処理設備を保有せず

⚫ そのうち安定的に基準を満たすのは約16％

→ 企業は自社処理設備導入、他地域搬送処理を行う必要があり、コスト・運用負担が大きい

https://thuvienphapluat.vn/van-ban/Tai-nguyen-Moi-truong/Luat-so-72-2020-QH14-Bao-ve-moi-truong-2020-431147.aspx?anchor=dieu_42
https://phaplydoanhnghiepgm.com/thu-tuc-xin-giay-phep-moi-truong/#:~:text=khai%20d%E1%BB%B1%20%C3%A1n.-,Khi%20n%C3%A0o%20doanh%20nghi%E1%BB%87p%20c%E1%BA%A7n%20l%E1%BA%ADp%20b%C3%A1o%20c%C3%A1o%20%C4%90TM/EIA,ho%E1%BA%B7c%20ho%E1%BA%A1t%20%C4%91%E1%BB%99ng%20ch%C3%ADnh%20th%E1%BB%A9c.
https://vietnamnet.vn/en/industrial-growth-strains-vietnam-s-environment-reforms-urged-2420582.html
https://kinhtevadubao.vn/se-co-221-khu-cong-nghiep-quy-hoach-phat-trien-moi-den-nam-2030-30933.html#:~:text=Theo%20quy%20ho%E1%BA%A1ch%20%C4%91%C3%A3%20%C4%91%C6%B0%E1%BB%A3c,t%C4%83ng%20kh%E1%BA%A3%20n%C4%83ng%20c%E1%BA%A1nh%20tranh.
https://baodautu.vn/thach-thuc-bao-ve-moi-truong-trong-phat-trien-cac-cum-cong-nghiep-lang-nghe-d240296.html
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食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

出所：日系食品製造業者、日系外食産業者へのヒアリング、民法（91/2015/QH13）、住宅法（27/2023/QH15）、不動産業法（29/2023/QH15）、e-Stat（日本政府統計ポータル）

2. インフラ・事業立地｜課題⑤ 出店時の物件確保・施工調整の負担

2. インフラ・事業立地 外食

ヒアリング結果

⚫ 「路面店は賃貸・所有形態が複雑で、家主

との交渉負担や賃料変動、立退きリスクが

大きい」（和食店）

⚫ 「立地判断に必要な人口・所得データが

不足し、経験や仮説に依存せざるを

得ない」（和洋食店）

⚫ 「住宅改装店舗では配管不足や水漏れが

発生し、追加工事が必要になった」

（和食店）

課題の所在

⚫ 立地・市場データ不足により、出店判断の

精度が低下

⚫ 既存物件の改装費用が大きく、

初期投資負担が増加

⚫ 賃貸契約の保護が弱く、事業継続の安定性

が低い

課題の実態・根拠

日本 ベトナム 外食事業への影響

立地・

市場データ

の可用性

⚫ 国勢調査や商圏データが詳細

（約1km～500mメッシュ）

⚫ 人口・所得などの統計が整備

され、立地判断の精度が高い

⚫ 人口・所得データは行政区

レベルが中心

⚫ 商圏データが未整備で、出店

判断の精度が低い

立地判断への影響

市場データ不足により、立地

選定や商圏分析の精度が低い

飲食店向け

スペース

供給

⚫ 飲食店仕様の物件供給が多く、

設備も標準化

⚫ 改修コストが比較的小さい

⚫ 路面住宅改装物件が中心

⚫ 設備が飲食用途に適合せず

供給不足

⚫ モール出店は増加しているが

供給量は限定的

投資負担への影響

改装工事や排水設備等の追加

投資が必要

商業

テナントの

法的保護

⚫ 借地借家法によりテナント保護

が強い

⚫ 契約更新や解約条件が明確で

事業継続性が高い

⚫ 商業賃貸の保護制度が弱く契約

は民法ベース

⚫ 家主主導の契約が多く、賃料

上昇・短期解約リスクが高い

⚫ 契約条件が不明確で長期利用が

難しい場合がある

事業継続性への影響

契約リスクにより、運営・

財務面の不確実性が高い

https://thuvienphapluat.vn/van-ban/Quyen-dan-su/Bo-luat-dan-su-2015-296215.aspx
https://thuvienphapluat.vn/van-ban/Bat-dong-san/Luat-Nha-o-27-2023-QH15-528669.aspx
https://thuvienphapluat.vn/van-ban/Bat-dong-san/Luat-Kinh-doanh-bat-dong-san-29-2023-QH15-530116.aspx
https://www.e-stat.go.jp/gis
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⚫ 課題⑥ 地場サプライヤーの品質管理の差

⚫ 課題⑦ 地場加工メーカーの衛生管理の不足

⚫ 課題⑧ 日本産原材料の調達コスト上昇

⚫ 課題⑨ 原材料費・物流費・人件費の上昇

⚫ 課題⑩ 日本企業基準の業務人材の不足

【第2章】

課題3. 調達・コスト構造・人材
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食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

出所：日系食品製造業者・日系外食産業者へのヒアリング、GSO（ベトナム統計総局）、WTO Center（通商・制度関連情報機関）、CISDOMA（農村・山岳地域社会経済研究機関）、TNU Journal of Science and Technology

（大学学術誌）、縫合機関（Lao Dong、Tuoi Tre、Thanh Tra）

3. 調達・人材｜課題⑥ 地場サプライヤーの品質管理の差

3. 調達・コスト構造・人材 製造 外食

ヒアリング結果

⚫ 「国産原料の安定調達と品質の均一化が

課題」（和食店）

⚫ 「ベトナム産ジャポニカ米は高級帯には

適さず、野菜も季節で品質が変動するため、

自社で品質管理体制を整備している」

（和洋食店）

⚫ 「在庫や欠品の連絡が突然来ることも多く、

文化的要因の影響も大きい」

（和食店）

課題の所在

⚫ 原料の供給量・品質が季節変動や

サプライヤー管理の不安定さに左右されや

すく、企業側で厳格な品質管理や調達対応

が必要となるため、安定調達が難しい

課題の実態・根拠

農産地側の課題 企業側の対応

安全・品質が安定しにくい農業生産構造

⚫ 小規模農家が中心で、農薬使用の誤認・誤用が発生しやすい

⚫ VietGAP取得農家は少なく、作物・水産養殖0.6％、畜産6.4％

⚫ 例：Ca Organic Farm（ビンディン省）は環境影響評価未実施で

汚染が確認され、VietGAP認証が取り消し

原料調達時の自主確認体制の強化

⚫ 多くの企業が自社基準による現地調査を実施

⚫ 「生乳調達では、小規模農家が基準を満たしておらず、

現地確認が不可欠」（日系外食）

⚫ 「社内手順（目視検査・洗浄・塩水浸漬等）を整備し、

原産地での管理が不十分でも自社で補完」（日系外食）

認証・監督体制の不十分さ

⚫ VietGAPの更新は年1回のみで監督頻度が低く、不遵守が発生

⚫ 2016・2022・2025年にVietGAP不正事例が発覚

⚫ 例：Trinh Nhi Agricultural社がVietGAP認証を偽装し、

未認証野菜を流通させた事例

農産物の等級基準の未整備

⚫ ベトナムでは全国統一の農産物等級基準が未整備

⚫ 地域・バイヤーごとに品質評価が異なり、品質保証が難しい

⚫ 参考：日本ではJAS規格やJAの出荷規格など、体系的な品質等級

制度が整備

原料受入時の評価基準の厳格化

⚫ 色・サイズ・苦味・形状など、品質ばらつきに対応

する独自基準を整備

⚫ 「自社で品質スコアを作成しているが、安定的に

高品質の原料を確保するのは難しくメニューの一貫性

やプレミアム価格の維持に影響している」（日系外食）

https://www.gso.gov.vn/
https://trungtamwto.vn/chuyen-de/22558-nong-san-viet-lo-chuan-ngoai-quen-chuan-noi
https://www.tandfonline.com/doi/full/10.1080/15459624.2022.2100403#abstract
https://jst.tnu.edu.vn/jst/article/view/4673/pdf
https://laodong.vn/thi-truong/duoi-1-rau-co-chung-nhan-vietgap-bao-dong-cho-van-de-an-toan-thuc-pham-1579223.ldo
https://tuoitre.vn/phanh-phui-rau-vietgap-dom-rau-sach-dom-bien-hinh-vao-winmart-tiki-ngon-20220919084429008.htm
https://thanhtra.com.vn/dieu-tra-10061C5CA/binh-dinh-vi-sao-phai-kiem-tra-du-an-san-xuat-rau-an-toan-theo-tieu-chuan-vietgap-o-huyen-van-canh-6ccbfc703.html
https://tuoitre.vn/phanh-phui-rau-vietgap-dom-rau-sach-dom-bien-hinh-vao-winmart-tiki-ngon-20220919084429008.htm
https://www.maff.go.jp/e/policies/standard/jas/list.html
https://www.zennoh.or.jp/hr/syukkakikaku/
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食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

*1 2023年ハノイ市Cau Giay区調査（Vietnam Journal of Agricultural Science）

出所：日系食品製造業者・日系外食産業者へのヒアリング、Dak Lak Industry Portal（行政情報サイト）、AMILaw Firm（法律事務所）、報道機関（Hanoi Online、Great Unity、VietNamNet、Viet Nam News、

VNUA Journal）

3. 調達・人材｜課題⑦ 地場加工メーカーの衛生管理の不足

3. 調達・コスト構造・人材 製造 外食

ヒアリング結果

⚫ 「地場サプライヤーは認証上は問題ない

ように見えても、実際に工場を確認すると

基準を満たしていない場合がある」

（菓子メーカー）

⚫ 「食品安全への意識は高まっているが、

実態より書類で判断されることが多い」

（和食店）

課題の所在

⚫ 食品安全基準の実施・監督体制が十分で

なく、書類審査だけでは安全性を判断でき

ないため、企業はサプライヤーの工場を

実地確認しなければ品質評価が難しい

課題の実態・根拠

食品安全・流通制度上の課題 食品関連事業への影響

法制度・運用：食品安全法規には不明確な規定や運用上の抜け穴が残る

⚫ 輸入食品は品目ごとに複数省庁が管理し、管轄や責任範囲が不明確

（水産物：MAE／加工食品：MOIT／機能性食品：MOH）

⚫ 監督基準は存在するが、指針の不明確さや監督体制の弱さにより遵守が徹底されていない

⚫ 検査能力が限られ、検査漏れが多い（食中毒事例の約半数）

⚫ 購買側は現地確認を行う必要

があり、専門知識不足で判断

が難しいケースが多い

⚫ 「多くのサプライヤーは

Webサイトや認証を整備し

ているが、実地確認では手順

不遵守や衛生基準の低さが

判明する」（日系菓子メーカー）

監督体制：省庁間のデータ連携・人員・設備が不足し監督の実効性が限定的

⚫ 検査職員：約1,000人（中国：約5,000人、日本：約12,000人）

流通構造：多段階流通と未登録事業者の存在が品質管理を困難にする

⚫ 個人商店約520万のうち約160万が未登録事業者（2023年末時点）

食品事故の例

⚫ 2024年：食中毒135件発生、

4,936名罹患、24名死亡

（前年比10件増加）

⚫ 2025年4月15日〜5月15

日：ハノイの約12,800施設

のうち1,414施設（11%）

が違反

食品安全コミュニケーションの課題

⚫ 食品安全情報は新聞・バナー等の従来型メディアに依存し、直接指導が不足

⚫ 省庁ごとの発信が統一されておらず対象別に情報が分散（MARD=農家、MOIT=消費者）

⚫ 研修機会が限定され、最新の安全基準や監査ポイントが十分共有されていない

→ 食品安全規制の理解：事業主64%以上、適用50%未満、消費者27%程度

https://tapchi.vnua.edu.vn/wp-content/uploads/2023/06/tap-chi-so-6.9.pdf
https://socongthuong.daklak.gov.vn/vi/news/tin-cong-nghiep/nhung-kho-khan-vuong-mac-khi-trien-khai-thi-hanh-luat-attp-thuoc-linh-vuc-nganh-cong-thuong-4979.html
https://amilawfirm.com/wp-content/uploads/2023/10/Quan-ly-nha-nuoc-ve-an-toan-ve-sinh-thuc-pham_LA-BuiThiHongNuong.pdf
https://hanoionline.vn/phat-hien-1414-co-so-vi-pham-trong-thang-an-toan-thuc-pham-342347.htm
https://daidoanket.vn/quyet-ngan-chan-ngo-doc-thuc-pham-trong-nam-2025-10298495.html
https://vietnamnet.vn/en/why-do-5-million-business-households-hesitate-to-grow-part-1-2403650.html
https://vietnamnews.vn/society/1718883/viet-nam-faces-scrutiny-over-fake-milk-and-lax-food-safety-rules.html
https://tapchi.vnua.edu.vn/wp-content/uploads/2023/06/tap-chi-so-6.9.pdf
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*1 全ての数値は切り上げにより調整済み

出所：日系食品製造業者・日系外食産業者へのヒアリング、Trade Map（国際貿易統計データベース）

3. 調達・人材｜課題⑧ 日本産原材料の調達コスト上昇 1/3

3. 調達・コスト構造・人材 製造 外食

ヒアリング結果

⚫ 「日本産原材料は品質は高いが価格が高く、

他国産に比べて競争力が低い」

（洋食店、香辛料メーカー）

⚫ 「日本産牛肉は市場平均より価格が高く、

日常的に使用しにくい」

（和洋食店）

⚫ 「北海道米などは1年前から発注しても

供給が不安定な場合があり、長期計画が

立てにくい」（和食店）

課題の所在

⚫ 日本産食品は供給量が限られ、小規模

メーカーが中心のため価格が高く、調達の

多様性・安定性に課題があり、市場展開が

進みにくい

課題の実態・根拠（主要輸入食品・原材料の輸入額｜2024年）

HS10 HS08 HS03 HS02 HS12 HS07 HS21 HS15 HS17 HS19

品目 穀物 果物 魚類 肉類 油糧種子 野菜類 調製食品
脂肪・

油脂

砂糖・

糖類

調製穀

物・粉類

輸入額

（百万

USD）

全体 6,230 4,270 2,340 1,780 1,650 1,470 1,430 1,410 920 860

輸入元国

（1位）
アルゼン

チン

カンボ

ジア

インド

ネシア
インド ブラジル

カンボ

ジア

シンガ

ポール

インド

ネシア
中国

インド

ネシア

1,570 1,100 340 650 570 750 320 700 250 120

日本

（順位）

1

（23位）

2

（28位）

192

（4位）

11

（16位）

5

（15位）

2

（12位）

55

（7位）

10

（9位）

3

（19位）

66

（5位）

日本産品の

平均輸入単価

（全体比）

3.0倍 4.0倍 0.9倍 1.8倍 1.8倍 1.2倍 0.8倍 1.6倍 2.8倍 1.0倍

(HS01/

05/06)

(HS01/

02/05/

06/08)

(HS03/

06/07)

(HS02/

03/06/

07)

(HS01/

02/07)

(HS03/

13/14)

(HS01/

03/06)

(HS11/

17)

(HS01/

02/04)

(HS01/

02/05)

⚫ 日本産食品は多くの品目で数量シェアが小さい一方、平均輸入単価は全体より高い

⚫ 一方、日本が強みを持つ分野（魚類、調製食品、調製穀物・粉類など）では上位輸入国として存在感があり、平均輸入単価も比較的低い

⚫ これらの品目は日本の主要輸出品目でもあり、日本が強みを持つ分野で競争力を発揮している

https://www.trademap.org/
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【参考】主要品目（穀物・果物・肉類・油種）における日本と他国の価格水準・数量構造｜日本産品は全体的に少量・高単価の傾向

食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

出所：Trade Map（国際貿易統計データベース）

3. 調達・人材｜課題⑧ 日本産原材料の調達コスト上昇 2/3

3. 調達・コスト構造・人材 製造 外食

穀物の輸入量・平均単価（HS1001/1005/1006） 果物の輸入量・平均単価（HS0801/0802/0805/0806/0808）

肉類の輸入量・平均単価（HS0202/0203/0206/0207） 油糧種子の輸入量・平均単価（HS1201/1202/1207）

⚫ 日本産原材料（穀物・果物・肉類・油糧種子）は、国際市場と比べて単価が高く、輸入量は少ないため数量シェアは限定的である

⚫ 主要な供給国はインド、中国、ブラジル等で、日本より単価が低いことから、ベトナムの食品価格はこれら主要供給国の市場動向の影響を受けやすい

⚫ 日本産原材料は小量・高単価のため高付加価値用途に限定されやすく、コスト上昇時には他国産への代替が進みやすい（＝代替調達への依存度が高い）構造となっている

4.6 4.4

1.4 1.3 1.1
0.5

0.3 0.3

0.8

0.3 0.3

1.2

アルゼンチン ブラジル カンボジア ウクライナ 豪州 日本

輸入量

（百万トン）

平均単価

（千USD/トン）

230

67 62

44 39

1

3.3
2.4 2.6

3.2

5.2

6.3

インド ロシア 米国 ドイツ ブラジル 日本

輸入量

（千トン）

平均単価

（千USD/トン）

0.9

0.6
0.5

0.2 0.2 0.0

1.1 1.3 1.1 1.3
0.9

5.3

中国 コートジボ カンボジア タンザニア ナイジェリア 日本

輸入量

（百万トン）

平均単価

（千USD/トン）

795
677

126 106
32 0.2

0.7 0.7

1.3

0.7
0.8

1.4

ブラジル 米国 インド カナダ アルゼンチン 日本

輸入量

（千トン）

平均単価

（千USD/トン）

（23位）

（19位） （19位）

（34位）

https://www.trademap.org/
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【参考】日本が比較的強い分野（魚類・調製食品）における日本と他国の価格水準・数量｜店頭価格が高く普及帯での競争力が限定的

食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

出所：Trade Map（国際貿易統計データベース）、ECサイト（Kobe Bussan、Yamasa Standard Koikuchi、Healthy Boy、Maggi、Lee Kum Kee、Hai Thien）

3. 調達・人材｜課題⑧ 日本産原材料の調達コスト上昇 3/3

3. 調達・コスト構造・人材 製造 外食

魚類の輸入量・平均単価（HS0303/0306/0307） 魚類の店頭価格（主要小売店別）（HS0303/0306/0307）

鮭

(千VND/kg)

日本 ノルウェー 豪州

調製食品の輸入量・平均単価（HS2101/2103/2106） 調製食品の店頭価格（主要ブランド別）（HS2101/2103/2106）

醤油

(千VND/1.8ℓ)

日本 中国 タイ

⚫ 日本産は得意分野（魚類・調製食品）で中位～上位の輸入順位を維持しているが、平均輸入単価や店頭価格が他国産より高く、数量拡大や普及価格帯への浸透は限定的である

⚫ 鮭・醤油などはプレミアム価格帯では評価されている一方、一般価格帯への浸透が難しく、採用量の拡大につながりにくい

⚫ 調達コスト上昇局面では、単価の低いノルウェー（鮭）や中国・タイ（調製食品）への代替が進み、日本産の採用は抑制されやすい

72

59
52

48 44
39

2.7 5.2

3.3
4.0

3.4

7.4

ノルウェー インドネシア 台湾 日本 中国 インド

輸入量

（千トン）

平均単価

（千USD/トン）

43 38 23 15 15

9

7.3 7.5

6.2 6.5

4.8
5.6

シンガポール 米国 中国 マレーシア タイ 日本

輸入量

（千トン）

平均単価

（千USD/トン）

690
750

Akuruhi

Food

Seafood

Island

640
700

Homefarm GoFood

420

600

New Fresh

Foods

Kingfood

Mart

150

180

Kobe

Bussan

Yamasa

Koikuchi

110 120

Lee Kum

Kee

Hai Thien

90

150

Maggi Healthy

Boy

https://www.trademap.org/
https://xachtaynhat.net/products/nuoc-tuong-nhat-ban-kobe/?gad_source=1&gad_campaignid=20651484237&gbraid=0AAAAADk9lyzmRVdyyjS4UJfQhT4X8Bojq&gclid=Cj0KCQiA5abIBhCaARIsAM3-zFXmCn5ASZXrg9qF75_zcNrwnNML9UWNuoZXP_-bjK6LRCDgJpsQBvkaAk8MEALw_wcB
https://simbaeshop.com/products/?nuoc-tuong-standard-koikuchi-yamasa-18l___9117___SY081&lang=vi
https://www.lazada.vn/products/nuoc-tuong-den-an-chay-adoma-healthy-boy-thai-lan-940ml-xi-dau-den-black-soy-sauce-xao-rau-lam-thit-xa-xiu-thuong-su-dung-trong-nha-hang-thai-i1024118635-s3425714301.html?from_gmc=1&fl_tag=1
https://satrafoods.com.vn/vn/san-pham/nuoc-tuong-maggi-dam-dac-700ml.html
https://yumeifoods.com/nuoc-tuong-lee-kum-kee-thuong-hang-1-75l
https://yumeifoods.com/nuoc-tuong-cuc-tien-hai-thien-binh-1-9l
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食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

出所：日系食品製造業者・日系外食産業者へのヒアリング、74/2024/ND-CP（地域別最低賃金の改定）、iPOS.vn（F&B向けPOS・店舗管理企業）、CBRE（不動産市場分析会社）、報道機関（CafeF、CafeF）

3. 調達・人材｜課題⑨ 原材料費・物流費・人件費の上昇

3. 調達・コスト構造・人材 外食

ヒアリング結果

⚫ 「家賃が経営規模に比べて高く、

契約更新時に大幅に上昇する。F&Bや

小売にとって最大の負担」

（ベーカリー店）

⚫ 「家賃や諸コストの上昇で収益が圧迫され

ており、メニュー見直しや飲料の粗利改善

で対応している」

（洋食店）

課題の所在

⚫ 原材料費・物流費・人件費などの固定費・

運営費が上昇し、利益率が低下。価格転嫁

か収益縮小かの選択を迫られている

課題の実態・根拠

F&B企業のコスト構造（%｜2023年）／コスト上昇の主因（2024年以降）

⚫ 約45％の企業が原材料費・物流費の30％以上の上昇に直面

（主因：インフレ、供給不足、人件費上昇）

⚫ 2024年7月の地域別最低賃金引き上げにより人件費が上昇

⚫ 店舗賃料も上昇傾向例：ハノイ中心部 +16.2％、非中心部 

+10％（前年比）

業界への影響

⚫ 2023年の落ち込みから回復し、2024年のF&B業界収益は

前年比+17％。ただし業態間の格差が拡大（カフェ：

+40％、レストラン：−34％）

⚫ コスト上昇を背景に、F&B企業の51％が2024年中に価格

を引き上げ

⚫ 2025年上半期には約5万店が閉店（2024年上半期：

約3万店）→ 特に小規模店舗で淘汰が進む可能性
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https://thuvienphapluat.vn/van-ban/Lao-dong-Tien-luong/Nghi-dinh-74-2024-ND-CP-muc-luong-toi-thieu-lao-dong-lam-viec-theo-hop-dong-603278.aspx
https://ipos.vn/
https://www.cbrevietnam.com/
https://cafef.vn/so-ho-la-doi-mo-quan-ca-phe-nhung-gan-85-nhan-su-nganh-fb-nghi-viec-sau-chua-day-1-nam-hon-50-chu-quan-dau-dau-vi-thieu-nguoi-188240823141006509.chn
https://cafef.vn/song-ngam-nganh-fb-chi-phi-mat-bang-an-het-loi-nhuan-nhieu-chuoi-lon-dep-tiem-188250618115110445.chn
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食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

出所：日系食品製造業者・日系外食産業者へのヒアリング、74/2024/ND-CP（地域別最低賃金の改定）、iPOS.vn（F&B向けPOS・店舗管理企業）、報道機関（Cafe Biz、CafeF、Kinhte Douong）

3. 調達・人材｜課題⑩ 日本企業基準の業務人材の不足

3. 調達・コスト構造・人材 外食

ヒアリング結果

⚫ 「履歴書と実際のスキルに差があり、

離職率も高いため定着が難しい」

（和洋食店）

⚫ 「採用難と高い離職率が共通課題。日本式

サービスや調理技術の定着には時間と労力

がかかる」

（和食店）

課題の所在

⚫ 一般スタッフの高い離職率と、日本式

サービス・調理に対応できる専門人材の

不足により、サービス品質の安定的な維持

が難しい

課題の実態・根拠

飲食料品産業が直面する主要な人事課題（%｜2023年 / 約3,000社）

⚫ 労働人口は多いものの、即戦力となるスキル・経験・文化理解を

備えた人材は不足

⚫ 求人需要は高い状態が続き、採用難が慢性化

2024年上半期調査（3大都市、F&B従業員1,307人）

⚫ 勤続1年未満：84.4%、2年以上5年未満：4.1%、5年以上：

0.9% → 経験不足のスタッフが多く、企業側の育成負担が大きい

⚫ 「若いスタッフを自社基準に合わせて育成するのが難しい」

（日系飲食店）

⚫ 2024年7月以降、地域別最低賃金改定により労働コストが上昇

⚫ 飲食料品産業はパートタイム比率が高い（約78%：300万人中

235万人）→ 賃金改定の影響を受けやすい構造

23

32

34

40

49

キャリアパスの整備不足

事業運営コストの上昇

人材の定着確保

職業的専門性の不足

人材採用の円滑化

https://thuvienphapluat.vn/van-ban/Lao-dong-Tien-luong/Nghi-dinh-74-2024-ND-CP-muc-luong-toi-thieu-lao-dong-lam-viec-theo-hop-dong-603278.aspx
https://cafef.vn/so-ho-la-doi-mo-quan-ca-phe-nhung-gan-85-nhan-su-nganh-fb-nghi-viec-sau-chua-day-1-nam-hon-50-chu-quan-dau-dau-vi-thieu-nguoi-188240823141006509.chn
https://cafebiz.vn/vi-sao-nhan-su-nganh-fb-kho-gan-bo-lau-dai-176251002102331735.chn
https://cafef.vn/so-ho-la-doi-mo-quan-ca-phe-nhung-gan-85-nhan-su-nganh-fb-nghi-viec-sau-chua-day-1-nam-hon-50-chu-quan-dau-dau-vi-thieu-nguoi-188240823141006509.chn
https://kinhtedouong.vn/thach-thuc-nhan-su-nganh-fb-viet-vua-thua-vua-thieu-di-tim-su-on-dinh-101831.html
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⚫ 課題⑪ 外国投資資金送金手続きの煩雑さ

⚫ 課題⑫ 電子インボイス制度移行による混乱

⚫ 課題⑬ 制度・規制情報へのアクセス不足

⚫ 課題⑭ 酒類流通・小売の複雑な免許制度

⚫ 課題⑮ フランチャイズ運営の管理難

【第2章】

課題4. 市場制度・商流
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食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

⚫ IICA（Indirect Investment Capital Account）：外国投資家がベトナムで間接投資を行う際に必ず開設する専用の資本口座

出所：日系食品製造業者・日系外食産業者へのヒアリング、61/2020/QH14（投資法に関する改正法）、SBV（ベトナム国家銀行）、 VGP（ベトナム政府公式ポータル）、VCCI（ベトナム商工会議所）、報道機関（Saigon Times）

4. 市場制度・商流｜課題⑪ 外国投資資金送金手続きの煩雑さ

4. 市場制度・商流 製造 外食

ヒアリング結果

⚫ 「投資資金の銀行手続きが煩雑で、原本

署名のため複数回の書類送付が必要となり、

完了まで約1年を要した」

（洋菓子店）

⚫ 「資本移転には中央銀行（SBV）の承認

が必要で、FDI関連手続きが非常に複雑」

（野菜加工メーカー）

課題の所在

⚫ 銀行・中央銀行の手続きが複雑で運用の

統一性も低く、資金移転やFDI関連手続き

に長期化と追加コストが発生している

（企業共通の課題）

課題の実態・根拠

現行規制 主要課題

外国投資企業

による増資

⚫ 増資時はIRC・ERCの修正が必要

⚫ 修正後、指定銀行で資本金情報の更新が必要

⚫ 公式処理期間は10～15日だが、実務では数か月～

1年以上かかる場合がある

⚫ 緊急の資金調達を妨げる要因となる

債務の株式化
⚫ 外貨管理規制では債務の株式化を認めている

⚫ しかし企業法では具体的手続きが未整備

⚫ 規制の不明確さにより地方当局の判断がばらつく

⚫ 追加説明や申請差し戻しが発生

⚫ 一部では株式化を避け、利息返済を継続するケースも

あり企業負担が増加

外国通貨の使用

⚫ 外国投資家はVND・外貨の双方で出資額の

報告が可能

⚫ ただし外貨管理規則では資本移転契約はVND

建てが原則

⚫ 為替変動により正確なVND金額の準備が難しい

⚫ 送金遅延や追加手続きが発生

間接投資資本口座

（IICA）の開設

⚫ SBV通達（03/2024/TT-NHNN）により

オンライン開設が可能

⚫ 書類要件の簡素化が進み、開設期間は数か月→

数日へ短縮方針

⚫ 一部商業銀行では旧来運用が残り、外国語書類の

領事認証などを要求するケースが多い

⚫ 「書類の再提出・対面署名が何度も求められ、最終的

に1年以上かかった」（日本のFCを受け入れた現地企業）

https://thuvienphapluat.vn/van-ban/Doanh-nghiep/Luat-Dau-tu-so-61-2020-QH14-321051.aspx
https://www.sbv.gov.vn/vi/trang-chu
https://baochinhphu.vn/de-xuat-quy-dinh-mo-tai-khoan-bang-dong-viet-nam-de-thuc-hien-dau-tu-gian-tiep-nuoc-ngoai-102241008160859819.htm
https://diendandoanhnghiep.vn/quan-ly-ngoai-hoi-can-loi-dau-tu-nuoc-ngoai-10077633.html
https://thesaigontimes.vn/chuyen-doi-khoan-vay-nuoc-ngoai-thanh-von-gop-luat-co-nhung-lam-thi-kho/
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食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

出所：日系食品製造業者・日系外食産業者へのヒアリング、70/2025/ND-CP（請求書・証憑に関する規定の改正）、48/2024/QH15（付加価値税法）、報道媒体（Nhan Dan、Vietnam Net、Vietnam News、Thanh Nien）

4. 市場制度・商流｜課題⑫ 電子インボイス制度移行による混乱

4. 市場制度・商流 製造 外食

ヒアリング結果

⚫ 「地場サプライヤーが電子インボイスを

発行できず、経費計上が困難となり取引先

の選択肢が狭まる。結果としてシステム

対応コストも増加し、安価な地場調達が

難しい」（菓子店）

⚫ 「電子インボイス・キャッシュレス制度の

移行期に個人商店が混乱しており、

現金取引からの移行が進んでいない」

（菓子メーカー）

課題の所在

⚫ 電子インボイスやキャッシュレス制度の

運用が現場で十分定着しておらず、

経費計上や会計処理が困難となり、取引先

の選択肢が制約されるなど企業の運用負担

が増大

課題の実態・根拠

制度変更 実務影響 食品事業への影響

個人商店への

電子インボイス

義務化

⚫ 請求書・証憑制度の改正

（70/2025/ND-CP）

⚫ 年間収入1億VND以上の個人

事業主に電子インボイスを

義務化

⚫ 年間収入2,000万VND超の

個人事業主も、2027～

2028年に段階的に

電子インボイスへ移行予定

⚫ 中小の個人仕入先でも

電子インボイス対応が

必要となり、未対応の

場合は取引停止や

仕入先変更の可能性

⚫ 食品サプライチェーン全体に

波及し、特に個人事業主の対応

が遅れやすい

⚫ 電子インボイス未対応の個人

事業者が多く、仕入先不足や

取引制約が発生

参考事例

⚫ 登録個人商店約360万のうち

電子インボイス使用義務者は

約1％（約3.8万）

⚫ 電子インボイス登録件数約4.7

万件のうち、適切に申告できて

いるのは約3割（約1.4万件）

⚫ ホーチミン市では2025年7月、

約3,800の個人商店が一時閉鎖

個人間送金の

下限額引き下げ

⚫ 付加価値税法

（48/2024/QH15）によ

り、個人間送金の最低取引額

を2,000万VND → 500万

VNDへ引き下げ（1日上限な

し、複数回購入可能）

⚫ 売買を個人間送金に見

せかける取引の増加

懸念

⚫ 企業側は仕入税額控除

のため、取引実在性の

確認が必要となり実務

負担が増加

https://thuvienphapluat.vn/van-ban/Thue-Phi-Le-Phi/Nghi-dinh-70-2025-ND-CP-sua-doi-Nghi-dinh-123-2020-ND-CP-hoa-don-chung-tu-577816.aspx
https://thuvienphapluat.vn/van-ban/Thue-Phi-Le-Phi/Luat-Thue-gia-tri-gia-tang-2024-so-48-2024-QH15-556390.aspx
https://nhandan.vn/infographic-da-co-tren-47-nghin-ho-kinh-doanh-dang-ky-va-su-dung-hoa-don-dien-tu-post892926.html
https://vietnamnet.vn/en/tax-authorities-reveal-why-many-small-businesses-have-abruptly-closed-2413217.html
https://vietnamnews.vn/economy/1718461/large-business-households-required-to-use-e-invoices-from-june-1.html
https://thanhnien.vn/thanh-toan-khong-dung-tien-mat-ho-kinh-doanh-duoc-khau-tru-thue-gtgt-185250727064908781.htm
https://thuvienphapluat.vn/van-ban/Thue-Phi-Le-Phi/Nghi-dinh-70-2025-ND-CP-sua-doi-Nghi-dinh-123-2020-ND-CP-hoa-don-chung-tu-577816.aspx
https://thuvienphapluat.vn/van-ban/Thue-Phi-Le-Phi/Luat-Thue-gia-tri-gia-tang-2024-so-48-2024-QH15-556390.aspx
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食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

*1 DMS（Distributor Management System）：企業の社内営業チームや小売パートナーが受注・在庫・販売・プロモーション等を一元管理するための流通管理システム

出所：日系食品製造業者へのヒアリング、報道機関（Neyul）

4. 市場制度・商流｜課題⑬ 制度・規制情報へのアクセス不足 1/3

4. 市場制度・商流 製造

ヒアリング結果

⚫ 「卸売だけでは全国展開は難しい。モダン

トレードは規模が小さく参入が難しい一方、

伝統小売は一定規模があるが効率的な拡大

が難しい」

（菓子メーカー）

⚫ 「当初は全国展開に必要な市場情報が不足

していた。ディストリビューターは保管・

配送中心で、販売機能は限定的だった」

（菓子メーカー）

課題の所在

⚫ 流通・小売に関する市場情報が不足

しており、適切な販売チャネルの選定や

流通戦略の構築が難しいため、市場拡大が

進みにくい

課題の実態・根拠

食品メーカー

オン・トレード

（業務用チャネル）

オフ・トレード

（小売チャネル）

HORECA

（ホテル/レストラン/カフェ）

その他

（空港・娯楽施設内）

近代小売

（スーパー、コンビニ、EC）

伝統小売

（食料品店、生鮮市場）

日本ブランド側の課題

⚫ 日本食品ブランドは日系ディストリビューターへの

依存が高く、流通コスト上昇要因となる場合がある

⚫ 任された代理店の販売力が十分でない場合、売上

拡大やブランド認知向上が進みにくい

⚫ 一方、中国・インド・ブラジル・韓国等は現地ディ

ストリビューターを活用し、販売拡大を進めている

市場側の制約

⚫ 近代小売は拡大している

が、依然として店舗数が

少なく主要都市に集中

しており、全国展開には

限界

⚫ その結果、食品メーカー

は複数の流通チャネルを

跨いだ販売拡大が難しい

市場参入の要件

⚫ 国内流通網を構築するに

は、営業人員・流通管理

スキル（DMS活用等）を

備えた体制が必要*1

⚫ そのため、長期的な投資

や市場理解が不可欠であ

り、短期的な流通拡大は

難しい

https://neyul.com/tin-tuc/kenh-phan-phoi-kinh-dien-cua-nganh-fmcg-fnb
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【参考】主要国の輸入食品流通における自国ディストリビューター依存｜日本企業は日系パートナー依存が強く、市場アクセスが限定的

食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

⚫ 卸売データはVSIC4620、4631、4632、4633、4634に基づき、小売データはVSIC4711、4719、4721、4722、4723、4724に基づき収集している

出所：B&Companyの企業データベースを基に作成

4. 市場制度・商流｜課題⑬ 制度・規制情報へのアクセス不足 2/3

4. 市場制度・商流 製造

食品卸売業者（%｜2023年） 食品小売業者（%｜2023年） 主要国の輸入食品流通における自国ディストリビューターへの依存状況

企業数（46,573社） 企業数（6,022社）
食品・原材料の輸入額

（億USD）

卸・小売業者の売上

（億USD）

売上/輸入額

（%）

売上高（2,142兆VND） 売上高（254兆VND）

⚫ ベトナムの食品流通は、企業数・売上ともに地場卸・小売がほぼ独占している

⚫ 日本メーカーが日系ディストリビューター経由に過度に依存すると、地場卸・小売

との直接関係が構築されず、市場情報もディストリビューター側に偏在しやすい

⚫ その結果、価格・販促等に関する交渉力が弱くなり、ブランド認知や収益の伸び悩み

につながる

⚫ 「市場参入当初は、日本の卸売業者に全チャネルの販売管理を任せていたが、期待

した成果は得られなかった。最終的には、自社で流通ネットワークと営業チームを

構築する必要があった」（日系菓子製造業）

⚫ 主要輸出国の多くが地場卸・小売を中心に流通を形成する一方、日本メーカーは日系

ディストリビューターへの依存度が相対的に高い

99.5 0.5

内資企業 外資企業

96.8 3.2

内資企業 外資企業

99.3 0.7

内資企業 外資企業

77.4 22.6

内資企業 外資企業

45.6

20.9

20.0

18.9

17.0

12.6

9.2

6.6

4.5

中国

インド

ブラジル

豪州

米国

インドネシア

タイ

韓国 (13位)

日本 (16位)

1.0

0.3

0.0

3.2

0.0

1.2

4.4

9.7

2%

1%

0%

0%

19%

0%

13%

67%

213%
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【参考】食品小売市場のチャネル構造と店舗数推移｜伝統的小売が全国に広く浸透し、近代小売は成長中だがカバー範囲は限定的

食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

出所：Euromonitor（市場調査会社）、NSOUSDA FAS（米国農務省・海外農業局）、GSO（ベトナム統計総局）

4. 市場制度・商流｜課題⑬ 制度・規制情報へのアクセス不足 3/3

4. 市場制度・商流 製造

食品小売市場のチャネル別売上高（％、2023年、3,700億USD） 生鮮市場・スーパーマーケットの店舗数（千店舗）

（近代的小売の内訳）

⚫ 伝統的小売（GT）が依然として市場の中心で、売上の約84％を占める

⚫ 近代小売（MT）は2018年の12％から15％へ拡大しているが、市場全体を支える

規模には至っていない

⚫ 2015～2024年で生鮮市場は微減（CAGR -0.4%）

⚫ スーパーマーケットは5.3％増加し、拡大傾向

⚫ スーパーは主要都市（ホーチミン市、ハノイ）や観光地（ダナン、フーコック等）に

集中

0.8 0.8 0.9 1.0 1.0 1.1 1.1 1.2 1.2 1.3

8.6 8.7 8.6 8.6 8.5 8.5 8.6 8.5 8.5 8.3

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

スーパー 生鮮市場

伝統的小

売, 84 

近代的小

売, 15 

電子商取

引, 1 

8 

3 

3 

1 

コンビニ

食品・飲料専門小売

ハイパーマーケット

スーパーマーケット

https://www.euromonitor.com/
https://apps.fas.usda.gov/newgainapi/api/Report/DownloadReportByFileName?fileName=Retail%20Foods%20Annual_Ho%20Chi%20Minh%20City_Vietnam_VM2024-0032.pdf
https://www.nso.gov.vn/px-web-2/?pxid=V0806&theme=Th%C6%B0%C6%A1ng%20m%E1%BA%A1i%2C%20gi%C3%A1%20c%E1%BA%A3
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食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

出所：日系小売業者・地場小売業者等へのヒアリング、105/2017/ND-CP（酒類の生産・流通・販売に関する政令）、17/2020/ND-CP（行政手続の簡素化に関する改正政令）、66/2025/QH15（改正特別消費税法）

4. 市場制度・商流｜課題⑭ 酒類流通・小売の複雑な免許制度

4. 市場制度・商流 外食

制度・市場構造上の課題 免許制度と流通構造（酒類流通では、輸入から小売まで複数段階の免許取得が必要）

⚫ 酒類輸入ではサプライチェーン

各段階で複数の許認可取得が

必要で、手続きが複雑

⚫ 免許制度や認証取得の負担が

大きく、市場参入までの時間・

コストが増加

⚫ ディストリビューターや流通

事業者が限定され、新規参入の

ハードルが高い

⚫ 輸送・認証・流通コストが高く、

輸入酒類（日本酒・焼酎等）の

価格競争力が低下

⚫ 酒税改正により、2027～

2031年に税率が毎年5％ずつ

引き上げられ、小売価格の上昇

要因となる

制度変更の影響（2025年以降）

⚫ A（酒類流通免許）：商工省（MOIT）から省人民委員会へ権限移管

⚫ B・C・D：省統合・行政再編の影響を受け、再編・運用変更の可能性

生産・輸出 輸入・卸売 小売 消費

製造業者

日本商社

卸売業者

（大／小）

伝統的チャネル

（生鮮食品市場、

個人食料品店）

消費者

卸売

仲介業者

近代的チャネル

（スーパー、コンビニ、

日本製品専門店、EC等）
輸入代理店

A. 酒類流通免許

B. 酒類卸売免許

C. 酒類小売免許

D. 店内消費型小売免許

ヒアリング結果

⚫ 「ベトナムの酒類輸入には、輸入者の確保

と国内販売拠点の設置が必要で、これらを

整備しないと輸入許可申請ができない。

パートナーや供給先が変更されるたびに

ライセンスの更新が必要。安全・コンプラ

イアンスの手続きは煩雑で透明性が低く、

取引契約や申請書類の準備が難しい」

（日本系物流企業）

⚫ 「酒類流通のディストリビューション費用

は約500USD程度だが、公開情報や

手続きの透明性が低く、登録可能な事業者

や窓口が頻繁に変更されるため実務対応の

負担が大きい」（日本系物流企業）

課題の所在

⚫ 輸入規制と酒類流通制度の複雑さにより、

輸入・流通手続きの負担が大きい

⚫ 参入企業はライセンス取得・更新のため

高い行政対応コストを負担

課題の実態・根拠

https://thuvienphapluat.vn/van-ban/Thuong-mai/Nghi-dinh-105-2017-ND-CP-san-xuat-kinh-doanh-ruou-319361.aspx
https://thuvienphapluat.vn/van-ban/Doanh-nghiep/Nghi-dinh-17-2020-ND-CP-sua-doi-Nghi-dinh-lien-quan-dieu-kien-dau-tu-kinh-doanh-Bo-Cong-thuong-434382.aspx
https://thuvienphapluat.vn/van-ban/Thue-Phi-Le-Phi/Luat-thue-tieu-thu-dac-biet-2025-so-66-2025-QH15-621225.aspx


39
Copyright © 2026 JETRO. All rights reserved.

食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

出所：日系外食産業者へのヒアリング、Neyul（マーケティング支援会社）

4. 市場制度・商流｜課題⑮ フランチャイズ運営の管理難 1/2

4. 市場制度・商流 外食

ヒアリング結果

⚫ 「フランチャイザーのマーケティング

承認が遅く、ベトナムのトレンド型

キャンペーンに対応しにくい」

（ベーカリーフランチャイズ）

⚫ 「モデル拡大も本来はテスト店舗で検証

する方が合理的だが、日系ブランドでは

本社判断に時間がかかる」

（ベーカリーフランチャイズ）

⚫ 「本部は本部投資や直営出店を求める傾向

があり、意思決定が慎重になりやすい」

（ベーカリーフランチャイズ）

課題の所在

⚫ 日本側（フランチャイザー）の承認フロー

や運営方針が硬直的で、変化の速い

ベトナム市場への対応が遅れやすい

⚫ 段階的な試験出店や柔軟な拡張が難しく、

市場拡大のスピードが低下

課題の実態・根拠

ベトナム・その他の外国ブランド 日本ブランド

フランチャイズ

店舗拡大

⚫ 加盟希望者に対し、立地選定支援、研修、

ワークショップ、マーケティング支援を包括的

に提供・出店判断が比較的容易

⚫ ベトナム・中国ブランドでは、未開拓エリアで

試験出店 → 収益確認後に追加投資するモデル

が一般的で、初期投資を抑えやすい

⚫ 市場参入が比較的遅く、チェーン展開の速度が

限定的

⚫ フランチャイズが同一企業グループ内で

行われるケースが多く、第三者加盟による拡大

が進みにくい

⚫ 本部と加盟店の資本関係が弱い場合、加盟店は

設備・内装を自前で整備する必要があり、

初期投資額が大きくなる傾向

マーケティング

活動

⚫ 消費者嗜好の変化に合わせ、広告・販促を

積極的に実施

⚫ 割引、新商品、プロモーションを短周期で展開

⚫ SNS連動施策が多く、短期間で話題化・集客を

生みやすい

⚫ マーケティング手法が限定的で、販促の選択肢

が少ない

⚫ イベント型施策が中心

⚫ ブランド管理を重視するため、短期的な値引き

やSNS施策が限定的で、現地トレンドに

合わせた柔軟なキャンペーン設計が難しい

https://neyul.com/tin-tuc/kenh-phan-phoi-kinh-dien-cua-nganh-fmcg-fnb
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【参考】日本ブランドの採用状況｜日本ブランドは採用率は高いものの、店舗規模・拡大速度は他国ブランドより小さい

食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

*1 主要ベトナムF&B企業：Golden Gate、Goldsun Food、QSR、IPPG、Highlands、Red Wok、New Pearl、Lotus Group

*2 店舗数と営業開始年を基準に選定（他国で早期参入と出店拡大が市場成果につながった事例を示すため）

出所：Vietnam IP Office（ベトナム知的財産庁）、MOIT（商工省）、各社公式Webサイト

4. 市場制度・商流｜課題⑮ フランチャイズ運営の管理難 2/2

4. 市場制度・商流 外食

主要F&B企業が所有するブランド

（%｜2025年10月 / 62ブランド）*1

外国オーナーによるFCブランド

（％｜2025年10月 / 161ブランド）
国籍別の主要フランチャイズブランドの店舗数（2025年）*2

日本・韓国 シンガポール・米国 ベトナム

⚫ 主要外食企業のFC導入状況を見ると、日本発ブランドの採用比率は比較的高く、

他国ブランドと比べてもブランド受容性は高い傾向にある

⚫ 日本発外食ブランドは、国際的な大手FCブランドと比べて店舗拡大や

フランチャイズ展開の速度が遅く、市場展開規模が限定的で、10店舗以上のチェーン

展開に至るブランドも少ない

ベトナ

ム, 26

日本, 

24中国, 

16

韓国, 

13

欧州, 11

その他, 

10 シンガ

ポール, 

25

米国, 

16

中国, 

14

日本, 

13

韓国, 

12

その他, 

20

1117

253

Gyu

Shige
Beard 

Papa’s

Lotteria

78

113

141

Pizza

Company

Pizza HutKFC

40

107
116

King

BBQ

Gogi

House

Kichi

Kichi

(1998) (2010) (2016) (1997) (2007) (2013) (2009) (2013) (2017)

https://ggg.com.vn/en/
https://goldsunfood.vn/
https://qsrvietnam.com/en/
https://ippgroup.vn/en
https://www.highlandscoffee.com.vn/
https://www.dcorp.com.vn/
https://newpearl.com.vn/en/
https://lotusgroup.com.vn/en/
https://www.ipvietnam.gov.vn/en/web/english/home
https://moit.gov.vn/en/?page=home&site=1002948
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⚫ 【1. 制度・規制対応】行政手続・投資制度・業法規制・税務制度への対応体制構築

⚫ 【2. サプライチェーン構築】調達ポートフォリオ設計・サプライヤー品質管理・供給リスク分散による安定調達体制構築

⚫ 【3. 製造・品質管理】OEM・自社製造の最適活用と食品安全プロセス導入による品質保証体制構築

⚫ 【4. 物流インフラ・配送】コールドチェーン整備・物流拠点最適化・配送品質管理による安定物流体制構築

⚫ 【5. 店舗・事業インフラ整備】出店物件確保・設備投資管理・業態設計による店舗運営基盤整備

⚫ 【6. 組織・営業・市場対応】人材育成・営業管理・マーケティング強化による市場開拓体制構築

【付録】

ベトナム展開時の主要課題への解決策例
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1. 制度・規制対応｜行政手続・投資制度・業法規制・税務制度への対応体制構築

食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

出所：日系食品製造業者・日系外食企業者へのヒアリングに基づき作成

海外展開時の課題｜ベトナム展開時の主要課題への解決策例 1/6

課題 製造 外食

行政手続・許認可対応体制の構築 投資・法人設立スキームの最適化 制度運用・制度変更リスクへの対応 業法規制（食品・酒類等）対応

現地専門家・

パートナーの活用に

よる行政・通関対応

強化

法律事務所、フォワーダー、商社、

ディストリビューター、コンサルタ

ント等の専門家・実務パートナーを

活用し、通関業務、輸入手続、各種

許認可取得、規制対応などの行政実

務を補完する

外部専門家の活用

弁護士、会計事務所、銀行等の専門家を

活用し、外国投資規制、法人設立手続、

税務制度、資金移転規制などの制度対応

を実務レベルで支援してもらう 制度変更・行政遅延

への実務的リスク

管理

制度変更や行政手続の遅延を想定し

た物流計画や事業スケジュールを

設計し、行政検査への是正対応、

制度解釈の変更への柔軟対応など

実務運用でリスクを管理する

化学物質・残留農薬

基準への対応

輸出先国ごとの食品規制や残留

農薬基準を整理し、日本基準を

踏まえた品質管理や輸出先別基準

への適合管理を実施する

外国投資・法人設立

手続の整備

IRCやERCの取得、事業ライセンスの

整備など、ベトナムの外国投資制度に

基づく法人設立手続きを整理し、事業

開始までの行政プロセスを整備する

現地ネットワーク・

当局関係を活用した

行政手続の円滑化

現地企業や専門家の行政経験・人脈

を活用し、行政当局への事前相談や

制度解釈の確認、個別調整を行うこ

とで、手続遅延や制度解釈の齟齬を

回避する

食品法規手続への

対応

ベトナムの食品安全規制に基づき、

食品添加物の認可申請や食品登録

などの制度手続を適切に実施する
法人形態・事業

スキーム設計

規制業種や外資規制に応じて、合弁会社

（JV）、ローカル企業との協業、第三国

法人経由の投資など、制度条件を踏まえ

た事業スキームを構築する 法制度・規制情報の

モニタリング体制

構築

法改正や規制変更の情報を定期的に

収集する体制を整備し、専門家

ネットワークや行政情報を活用して

制度変更を早期に把握する

社内の行政対応・

コンプライアンス

体制の整備

本社と現地法人の役割分担を整理し、

行政対応の担当部署を明確化すると

ともに、行政照会・対応履歴の記録

管理、インボイスやトレーサビリ

ティの管理、現地スタッフとの連携

による法令順守体制を構築する

社内資金管理体制の

整備

外国送金、投資資金管理、現地資金運用

などに関する社内管理体制を整備し、

外貨管理制度や会計制度に対応した資金

管理を行う
酒類輸入・販売

ライセンス取得

酒類輸入ライセンスや販売

ライセンスを取得し、輸入・

流通・販売に関する法令要件を

満たした形で酒類ビジネスを運営

する

銀行対応・資金移転

実務の整備

銀行口座開設、資本金送金、利益送金な

どの手続を銀行要件に沿って整備し、

必要書類の提出や銀行との調整を通じて

資金移転を円滑に実施する 情報収集と現地

ネットワークによる

制度理解の補完

市場レポート、業界団体、セミナー、

専門家ネットワークなどを活用し、

制度運用の実態や行政対応の実務

情報を収集し、制度理解を補完する

許認可取得・

通関業務プロセスの

体系化

投資登録（IRC）、企業登録

（ERC）、輸入ライセンス取得、

食品登録などの制度手続きを整理し、

必要書類・手続フロー・銀行手続な

どを含めた通関・輸入プロセスを体

系化する

酒類販売・流通管理

酒類販売許可の範囲を踏まえた

販売方法の設計や流通管理を行い、

無許可販売などの制度リスクを

回避する

資金計画・社内承認

管理

資金移転や投資実行のリードタイムを

考慮した資金計画を策定し、社内承認

プロセスと連動した資金管理体制を構築

する
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2. サプライチェーン構築｜調達ポートフォリオ設計・サプライヤー品質管理・供給リスク分散による安定調達体制構築

食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

出所：日系食品製造業者・日系外食企業者へのヒアリングに基づき作成

海外展開時の課題｜ベトナム展開時の主要課題への解決策例 2/6

課題 製造 外食

サプライヤー品質管理体制の構築 原材料調達戦略の最適化 供給リスク分散

品質管理の強化

温度管理、衛生管理、トレーサビリ

ティ管理を含む品質管理体制を構築し、

自社検査や日本側での分析結果の確認、

COA（成分分析証明）等の参考情報

を活用しながら品質確認を実施する

国内・輸入・

第三国調達の

組み合わせ

ベトナム国内調達、日本からの輸入、

第三国からの輸入などを組み合わせ、

品質・価格・供給安定性のバランスを

考慮した調達体制を構築する

調達ルートの

多様化

複数のサプライヤーや調達ルートを

確保し、商社やディストリビューター

を活用した調達経路の拡充により供給

リスクを分散する

サプライヤー

評価・監査の

実施

新規サプライヤーの現地調査や監査を

行い、品質・衛生管理体制、製造環境、

原材料管理などを確認したうえで仕入

先を選定する。また、継続的な監査や

改善指導を通じて品質水準の維持・

向上を図る

調達

ポートフォリオ

設計

複数のサプライヤーや調達地域を組み

合わせた調達ポートフォリオを設計し、

ローカルサプライヤーと外資サプライ

ヤーの併用などにより調達の柔軟性を

確保する

代替

サプライヤーの

確保

主要サプライヤーに加えて代替サプラ

イヤーを確保し、品質・価格・供給

状況に応じて調達先を柔軟に切り替え

られる体制を整備する

サプライヤー

との共同改善・

技術支援

農家や加工事業者と連携し、共同栽培

や技術指導、技術者派遣による生産

工程改善を実施する。鮮魚処理や衛生

管理などの技術移転を行い、原材料

調達段階から品質向上を図る

原材料コスト

管理

価格競争力のある原材料の採用や調達

方法の見直しを行い、輸入原料や

ローカル食材の活用を通じて原価の

最適化を図る

在庫管理・

需給調整による

供給安定化

安全在庫の確保や調達計画の前倒し、

需要変動に応じた在庫管理を行い、

相場変動や欠品、物流遅延などの

リスクに対応する
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3. 製造・品質管理｜OEM・自社製造の最適活用と食品安全プロセス導入による品質保証体制構築

食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

出所：日系食品製造業者・日系外食企業者へのヒアリングに基づき作成

海外展開時の課題｜ベトナム展開時の主要課題への解決策例 3/6

課題 製造 外食

現地加工・製造体制の構築 品質保証体制の構築

地場加工メーカーの

衛生管理改善

現地の加工メーカーや提携工場に対し、衛生管理や品質管理の

改善指導を行う。製造環境や作業手順の見直し、衛生教育の

実施などを通じて食品安全基準に適合した製造体制を整備する 自社検査・日本側分析

による品質確認

原材料や製品について自社検査を実施するとともに、日本側

での成分分析や品質確認を行い、食品安全基準への適合を

確認する。必要に応じて第三者検査機関の分析結果なども

活用する

OEM工場の活用による

製造体制の確保

既存の衛生許可や製造設備を有するOEM工場を活用し、自社

製品の製造を委託することで、初期投資を抑えながら現地製造

体制を確保する。品質管理基準を設定し、OEMパートナーと

連携して製造品質を管理する

食品安全プロセスの

導入

衛生管理や製造工程の標準化を進め、HACCP等の食品安全

管理の考え方を取り入れた品質管理プロセスを導入する。

製造工程や加工工程を明確化し、食品事故や品質不良の

リスクを低減する

自社工場・

セントラルキッチンに

よる集中製造

自社工場やセントラルキッチンを設置し、基幹食材や半製品の

集中製造を行うことで、品質管理の一元化と製造効率の向上を

図る。店舗ごとの加工工程を減らし、安定した品質と衛生管理

を実現する



45
Copyright © 2026 JETRO. All rights reserved.

4. 物流インフラ・配送｜コールドチェーン整備・物流拠点最適化・配送品質管理による安定物流体制構築

食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

出所：日系食品製造業者・日系外食企業者へのヒアリングに基づき作成

海外展開時の課題｜ベトナム展開時の主要課題への解決策例 4/6

課題 製造 外食

コールドチェーン物流の整備 配送・物流オペレーションの最適化 物流リスク管理

低温物流

パートナーの

活用

温度管理が可能な物流会社や配送事業

者と提携し、冷蔵・冷凍輸送に対応し

た物流ネットワークを活用する。食品

取扱経験のある物流パートナーを選定

し、品質管理を確保する

ラストマイル

配送の品質管理

店舗配送や顧客配送における配送品質

を管理し、配送時間の安定化や温度

管理の徹底により食品品質を維持する。

配送パートナーとの連携により配送

オペレーションを改善する

取扱商品調整に

よる物流リスク

抑制

低温物流の整備状況を踏まえ、取扱

商品を限定するなどの運用を行い、

コールドチェーン運用のリスクを抑制

する。物流体制の整備状況に応じて

商品ラインや流通方法を段階的に拡大

する

冷蔵・冷凍設備

の整備

物流拠点や店舗、加工拠点において

冷蔵・冷凍設備を整備し、保管・配送

の各段階で適切な温度管理を可能にす

る。必要に応じて冷蔵倉庫や共同物流

拠点の活用も検討する

物流拠点・輸送

手段の最適化

物流拠点の配置や輸送ルートを見直し、

配送効率の向上と物流コストの最適化

を図る。輸送手段の選択や物流拠点の

活用により、安定した配送体制を構築

する

温度管理物流の

確保

輸送・保管・配送の全工程において

温度管理を徹底し、低温物流プロセス

の整備や温度管理ルールの導入により、

品質劣化や食品安全リスクを防止する
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5. 店舗・事業インフラ整備｜出店物件確保・設備投資管理・業態設計による店舗運営基盤整備

食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

出所：日系食品製造業者・日系外食企業者へのヒアリングに基づき作成

海外展開時の課題｜ベトナム展開時の主要課題への解決策例 5/6

課題 製造 外食

出店・施設確保 工業団地・既存施設の活用 設備投資リスク管理 店舗オペレーション設計

出店物件の

確保

商業施設、路面店、複合

施設などの立地条件を踏

まえ、集客力やアクセス

性を考慮した出店物件を

確保する。現地不動産

会社やデベロッパーとの

連携により、適切な出店

候補地を探索する

工業団地・

レンタル工場

の活用

工業団地内のレンタル

工場や既存施設を活用し、

製造・加工拠点を確保

する。電力・水道・排水

などのインフラが整備

された施設を活用する

ことで、拠点立ち上げの

スピードを高める

設備調査・

工事管理の

実施

設備仕様や施設条件の

事前調査を行い、施工

会社や設備業者と連携し

て工事工程を管理する。

施工品質や設備仕様を

確認しながら設備投資を

進める

業態設計

（カフェ×

小売等）

飲食・小売など複数機能

を組み合わせた業態設計

を行い、顧客ニーズや

立地特性に応じた店舗

コンセプトを構築する

店舗施工体制

の整備

店舗内装や設備工事を担

う施工会社や設計事務所

と連携し、施工品質や

工期管理を行う体制を

整備する。現地施工会社

の活用により、コスト

管理と施工スケジュール

の最適化を図る

環境対応型

工業団地の

選定

排水処理や環境基準に

対応した工業団地を選定

し、環境規制への対応や

行政手続の円滑化を図る。

工業団地の環境管理体制

を活用することで、環境

対応リスクを低減する

許認可・

建設リスク

管理

建設許可や設備設置に

関する行政手続を確認し、

許認可取得や行政対応を

適切に実施する。建設

規制や消防規制などの

制度要件を踏まえ、建設

リスクを管理する

店舗収益性の

改善

商品構成やオペレー

ションの見直しを行い、

売上拡大とコスト管理を

両立させることで店舗

収益性を改善する
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6. 組織・営業・市場対応｜人材育成・営業管理・マーケティング強化による市場開拓体制構築

食品産業のベトナムへの進出時における諸課題に関する調査

出所：日系食品製造業者・日系外食企業者へのヒアリングに基づき作成

海外展開時の課題｜ベトナム展開時の主要課題への解決策例 6/6

課題 製造 外食

人材採用・育成 人事制度・定着施策 営業・販売管理・マーケ戦略 顧客対応・パートナー管理

日本企業基準

の採用制度の

整備

採用基準や選考プロセスを明確

化し、日本企業の品質基準や

サービス水準に適合する人材を

採用する。職種ごとに求める

能力や経験を整理し、計画的な

人材採用を実施する

評価制度の

整備

業績評価や行動評価など

の評価基準を明確化し、

公平性の高い評価制度を

構築する。従業員の成長

や業務成果を適切に評価

することで組織の生産性

を高める

DMS等によ

る営業管理の

導入

DMS（Distributor 

Management System）な

どの営業管理システムを導入し、

販売データや営業活動を管理す

ることで営業効率の向上を図る
顧客嗜好への

対応

現地食文化や消費者嗜好

を踏まえ、商品仕様や

メニュー構成、サービス

内容を調整することで

市場ニーズに対応する販売チャネル

戦略の構築

卸売、代理店、小売、ECなど

複数の販売チャネルを活用し、

商品特性や市場特性に応じた

販売チャネルを設計する教育・OJT・

日本式教育の

実施

OJTや研修制度を通じて

業務スキルやサービス品質の

向上を図る。日本企業の業務

プロセスや品質管理の考え方を

共有し、現地スタッフの能力

開発を進める

インセンティ

ブ制度の設計

成果に応じた報酬制度や

インセンティブを導入し、

営業成果や業務成果を

反映した報酬体系を整備

することで、従業員の

モチベーション向上と

人材定着を図る

SNSマーケ

ティングの

活用

SNSやオンライン媒体を活用

したプロモーションを実施し、

ブランド認知の向上や顧客との

コミュニケーションを促進する
営業・

パートナー

管理体制の

構築

代理店やディストリ

ビューターとの契約管理、

販売実績管理、営業活動

の調整を行い、

パートナーとの協力体制

を維持・強化する

日本人管理者

と現地人材の

共同運営

日本人管理者が事業運営の

管理・品質統制を担い、現地

人材が日常運営を担当する体制

を構築することで、経営管理と

現地適応の両立を図る

ブランド戦略

の構築

商品コンセプトやブランド

イメージを明確化し、市場

ポジショニングを踏まえた

ブランド戦略を展開する
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